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先カンブリア時代の地層から，『バクテリア化石』が発見されている．バクテリア化石は，殆どが，炭質物で
構成されている．バクテリア化石の形状が，元の細胞構造を残しているかどうかは，いまだに議論の分かれると
ころである(Westall, 1999, Brasier et al., 2002)．そこで本研究では，バクテリア化石の新しい認定基準とな
り得る化学的特徴を調べるため，光学顕微鏡，顕微ラマン分光計，顕微赤外分光計を用い，細胞と考えられる内
部構造を持つ炭質物の分光学的測定を試みた．
本チャート試料は，２０μｍ径ほどの炭質物からなる多重膜構造を含み，これは細胞構造に類似することから，

バクテリア化石である可能性が指摘されている(Ueno, 2002)．
顕微ラマン分光計による測定では，炭質物が存在する部分では，石英マトリクス部に比べ，石英の半値幅が大

きくなる傾向があることから，炭質物の存在により，石英の結晶化度が低くなることが示唆された．また，炭質
物の中でも，不定形炭質物に比べ球状炭質物は，１６００ｃｍ-1 付近にあるＯｒｄｅｒｅｄピークが高波数側に
シフトしていることから，球状炭質物は，不定形炭質物よりグラファイト化度が小さいことが示唆された．
顕微赤外分光計による面分析測定から，炭質物の存在する部分と，３４００ｃｍ-1，１３００－１６５０ｃｍ

-1 の吸収帯のピーク高さの分布像が似ていることが分かった．３４００ｃｍ-1 の吸収帯は，分子状の水による吸
収と考えられる．水のピーク高さの分布が，顕微鏡下の炭質物の形状によく似ていることから，水は炭質物に伴っ
ていることが示唆された．また，１３００－１６５０ｃｍ-1 の吸収帯は，Ｃ－ＮやＮ－Ｈ等の極性有機分子の存
在を示唆する．また，グラファイトは，その層構造の無秩序性を示す『Ｄｉｓｏｒｄｅｒｅｄピーク』が見られ
ることから，グラファイトの層間にＮ等を含む極性分子をもつと考えられる．
以上より，黒色チャート中において，球状炭質物は，ゆがんだグラファイト構造中に，細胞構造の極性有機分

子の痕跡を持ち，また，シリカや水と複合体を形成していることを示唆する．


